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事業名

乳児家庭全戸訪問事業

養育支援訪問事業

子どもを守る地域ネットワーク機能強化事業

子育て短期支援事業（ショートステイ）

利用者支援事業（基本型）

利用者支援事業（母子保健型）

地域子育て支援拠点事業

妊婦健康診査事業

別府市子ども・子育て支援事業計画（第２期）

地域子ども・子育て支援事業の「量の見込み」中間見直し

1

多様な主体が本制度に参入することを促進するための事業

実費徴収に係る補足給付を行う事業

放課後児童健全育成事業

延長保育事業

病児保育事業

子育て支援課

子育て支援課

子育て支援課

健康推進課

健康推進課

子育て短期支援事業（トワイライトステイ）

ファミリー・サポート・センター事業（就学児）

ファミリー・サポート・センター事業（未就学児）

一時預かり事業（a：幼稚園型以外）

一時預かり事業（b：幼稚園型）

子育て支援課

子育て支援課

子育て支援課

子育て支援課

子育て支援課

子育て支援課

子育て支援課

行う

子育て支援課

担当課 見直し

行う

行わない

行う

行う

行う

行う

子育て支援課

子育て支援課

子育て支援課

子育て支援課

子育て支援課

行う

行う

行う

行う

行う

行わない

行う

行う
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■事業名 ■担当課

■事業概要

■算出方法

①当初

②見直し

■量の見込み（基本型）＜提供体制＞ 単位：か所 ■量の見込み（母子保健型）＜提供体制＞ 単位：か所

①現行 ①現行

②見直し ②見直し

現行どおり見込み 3か所 4か所 4か所 見込み

R6R1 R2 R3 R4 R5 R6 R1 R2 R3 R4 R5

利用者支援事業

　子ども又はその保護者の身近な場所で、教育・保育・保健その他の子育て支援の情報提供及び必要に応じ相談・助言を行うとともに、関係機関との連絡調整等を実施する。
　本市では、子育て支援事業や保育所等の利用支援と関係機関との連絡調整を行う「基本型」と、保健センターで保健師等が情報提供や支援プランの策定等を行う「母子保健型」を実施し
ている。

●基本型：公立の子育て支援センター3か所
●母子保健型：保健センター1か所

○提供体制の量の見込みにおいて、令和5年度から民間の子育て支援センター1か所で基本型を実施するため、見直しを行う。

1

R5 R6

見込み 1か所 1か所 1か所 1か所 1か所3か所

R4

実績 0か所 1か所 1か所

R1 R2 R3

3か所

R6

0か所 3か所 3か所

見込み

実績

3か所 3か所 3か所

子育て支援課
健康推進課

R1 R2 R3 R4 R5
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■事業名 ■担当課

■事業概要

■算出方法

①当初

②見直し

■量の見込み＜年間延べ利用人数＞ 単位：人日 ■量の見込み＜施設数＞ 単位：か所

①現行 ①現行

②見直し ②見直し

○年間延べ利用人数の量の見込みにおいて、令和３年度の見込みと実績に乖離があるため、見直しを行う。
　・令和元年度から令和2年度にかけて新型コロナウイルス感染症の影響で利用人数が大きく減少しているため、「R2→R3実績伸び率×前年度実績」の値を量の見込みとした。

-0.375 0.027前年比伸び率

R6R1 R2 R3 R4 R5 R6 R1 R2 R3

地域子育て支援拠点事業 子育て支援課 2

　乳幼児及びその保護者が相互の交流を行う場所を開設し、子育てについての相談、情報の提供、助言その他の援助を行う。
　本市では、子育て支援センター6か所（公立：3、民間：3）で実施している。

●国の手引きに基づき算出。
　・家庭類型別の利用意向率と利用意向回数により算出した数値をアンケート実施年度である平成30年度のニーズ量とし、本事業の対象となる３歳未満児の年度ごとの推移（減少）を
   勘案した。

R4 R5

6か所見込み 26,472 25,800 25,668 25,260 6か所 6か所

実績 46,856 29,285 30,072 実績

24,936 見込み 6か所 6か所

6か所 6か所 6か所

R6R1 R2 R3 R4 R5 R6 R1 R2 R3 R4 R5

現行どおり見込み 30,880 31,710 32,562 見込み
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■事業名 ■担当課

■事業概要

■算出方法

①当初

②見直し

■量の見込み＜年間延べ受診回数＞ 単位：回

①現行

②見直し

R1～R4の0歳人口
平均変化率

見込み

0.971

R1 R2 R3

7,988 7,757 7,532

R4 R5 R6

7,617見込み 8,622 8,539 8,104 7,857

実績 8,704 8,422 8,227

R6

妊婦健康診査事業 健康推進課 3

　安心・安全な出産を迎えるために、妊娠中の定期的な健康診査により、母子の健康状態を把握する。

●妊婦健診受診人数実績に過去3年間の伸び率を考慮して算出。

○令和元年から令和4年の0歳人口（各年4月1日時点）の平均変化率は0.971であり、妊婦の件数も同様に変化すると考えれるため、見直しを行う。
　・妊婦健康診査の令和3年度の実績に変化率を掛け合わせて令和4年度の量の見込みを算出。同様の方法で令和5年度以降の量の見込みも算出した。

R1 R2 R3 R4 R5
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■事業名 ■担当課

■事業概要

■算出方法

①当初

②見直し

■量の見込み＜年間訪問乳児数＞ 単位：人

①現行

②見直し R4 R5 R6

見込み 674 654 635

R1 R2 R3

695

実績 671 632 671

見込み 730 719 708 702

R6

乳児家庭全戸訪問事業 健康推進課 4

　生後4か月までの乳児のいる家庭を訪問することにより、子育てに関する情報の提供並びに乳児及びその保護者の心身の状況・養育環境の把握を行うほか、養育についての相談に応じ、
助言その他援助を行う。

●各年度の将来推計出生数を量の見込みとして算出。

○令和元年から令和6年の0歳推計人口（各年4月1日時点）が減少傾向にあるため、見直しを行う。
　・乳児家庭全戸訪問の訪問実施率の目標を100％とし、令和5年及び令和6年の0歳児推計人口を値を量の見込みとした。

R1 R2 R3 R4 R5
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■事業名 ■担当課

■事業概要

■算出方法

①当初

②見直し

■量の見込み＜年間訪問対象者数＞ 単位：人 ■量の見込み＜年間延べ訪問件数＞ 単位：件

①現行 ①現行

②見直し ②見直し

R6

養育支援訪問事業 子育て支援課 5

　乳児家庭全戸訪問事業等により把握した、保護者の養育を支援することが特に必要と認められる世帯などに対し、その養育が適切に行われるよう、養育に関する相談、指導、助言その他必
要な支援を行う。

●過去2年間における養育訪問実績の平均値を量の見込みとして算出。

○年間訪問者数及び年間延べ訪問件数の量の見込みにおいて、令和3年度の見込みと実績に乖離があるため、見直しを行う。
　・「R1→R3実績平均伸び率×前年度実績」の値を量の見込みとした。

R1 R2 R3 R4 R5 R6R1 R2 R3

67

実績 92 106 102

見込み 67 67 67 67

R4 R5 R6

見込み 108 114 121

R2 R3

-0.038

平均伸び率 0.057

R1

前年比伸び率 0.152

R4 R5

142

実績 174 161 179

見込み 142 142 142 142

0.112

平均伸び率 0.019

R1 R2 R3

前年比伸び率 -0.075

R4 R5 R6

見込み 182 186 189
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■事業名 ■担当課

■事業概要

■算出方法

①当初

②見直し

■量の見込み（ショートステイ）＜年間延べ利用人数＞ 単位：人日 ■量の見込み（ショートステイ）＜施設数＞ 単位：か所

①現行 ①現行

②見直し ②見直し

■量の見込み（トワイライトステイ）＜年間延べ利用人数＞ 単位：人日 ■量の見込み（トワイライトステイ）＜施設数＞ 単位：か所

①現行 ①現行

②見直し ②見直し

R6R1 R2 R3 R4 R5 R6

子育て短期支援事業 子育て支援課 6

　養育者の疾病その他の理由により家庭において子どもを養育することが一時的に困難となった場合などに、児童養護施設その他の保護を適切に行うことができる施設において一定期間、
養育・保護を行う。

●令和元年度の年間利用延べ人数の見込み値を量の見込みとして算出。

○ショートステイ及びトワイライトステイの年間利用延べ人数の量の見込みにおいて、令和３年度の見込みと実績に乖離があるため、見直しを行う。
　・令和4年度の年間利用延べ人数の見込み値を量の見込みとした。　（令和3年度と令和4年9月までの利用延べ人数実績を基に算出）

396 396 396 396

R1 R2 R3 R4 R5

5 5 5

5 5

実績 453 380 460 実績

396 見込み 5 5 5見込み

R4 R5 R6R1 R2 R3 R4 R5 R6

見込み 438 438

R1 R2 R3

現行どおり

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R1

438 見込み

R2 R3 R4 R5 R6

見込み 80 80 80

実績 76 40 182

80 80

実績 4 4 4

4 4 4見込み 4 4

R1 R2 R3 R4 R5 R6R1 R2 R3 R4 R5 R6

175 見込み 現行どおり見込み 175 175
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■事業名 ■担当課

■事業概要

■算出方法

①当初

②見直し

■量の見込み＜就学児年間延べ利用人数＞ 単位：人日 ■量の見込み＜未就学児年間延べ利用人数＞ 単位：人日

①現行 ①現行

②見直し ②見直し

○就学児及び未就学児の年間延べ利用人数の量の見込みにおいて、令和３年度の見込みと実績に乖離があるため、見直しを行う。
　・令和4年度の見込利用人数の値を量の見込みとした。（令和4年4月～12月までの利用人数の平均値×12か月）

ファミリー・サポート・センター事業 子育て支援課 7

　乳幼児や小学生等の子どもを有する子育て中の労働者や主婦等を会員として、子どもの預かりの援助を受けたい人と援助を行いたい人との相互援助を行う。

●ニーズ調査結果に基づく推計を量の見込みとして算出。

R6R1 R2 R3 R4 R5 R6 R1 R2 R3 R4 R5

301 297

実績 203 105 95

見込み 118 116 115 112 111 見込み 290 284292

24 33

404 300 709実績

R6R1 R2 R3 R4 R5 R6

見込み 288

R4.4月～12月平均値 R4.4月～12月平均値

396 396288 見込み 396288

R1 R2 R3 R4 R5
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■事業名 ■担当課

■事業概要

■算出方法

①当初

②見直し

■量の見込み＜延べ利用人数＞ 単位：人日 ■量の見込み＜施設数＞ 単位：か所

①現行 ①現行

②見直し ②見直し

○延べ利用人数の量の見込みにおいて、令和３年度の見込みと実績に乖離があるものの、今後新型コロナウイルスへの対応が緩和されていくことによる反動等を考慮し、令和５年度以降
   見直ししないと判断した。
○施設数の量の見込みにおいて、今後保育所等が定員に余裕のある範囲での余裕活用型一時預かり事業を令和5年度から新たに実施予定であるため見直しを行う。
　・現行の4か所に加えて余裕活用型一時預かりが実施可能と想定される１５か所を加えた。

一時預かり事業（a：幼稚園型以外） 子育て支援課 8-1

　保育所や幼稚園等を利用していない家庭において、保護者の短期の勤務や、けがや病気等の緊急な理由により家庭で預けられなくなったときや育児疲れを解消したいときなどに、一時的
に保育所に預けられる事業。
　里帰り出産等により市内に住所を有する祖父母と一時的に同居する場合、出産のための入院時にも利用できる。

●平成30年度の利用実績を推計を量の見込みとして算出。

R6R1 R2 R3 R4 R5 R6 R1 R2 R3 R4 R5

5 5見込み 2,351 2,351 2,351 2,351 5 5

実績 2,213 1,212 1,179 実績

2,351 見込み 5

5 4 4

R5 R6R1 R2 R3 R4 R5 R6 R1 R2 R3 R4

現行どおり見込み 1,252 19 19見込み 4
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■事業名 ■担当課

■事業概要

■算出方法

①当初

②見直し

■量の見込み（１号認定による利用）＜延べ利用人数＞ 単位：人日 ■量の見込み＜施設数＞ 単位：か所

①現行 ①現行

②見直し ②見直し

■量の見込み（2号認定による利用）＜延べ利用人数＞ 単位：人日

①現行

②見直し

一時預かり事業（b：幼稚園型） 子育て支援課 8-2

　幼稚園及び認定こども園の幼稚園機能部分において在籍園児を対象として、教育時間前後や長期休暇中などに預かり保育を行う。

●国の手引きに基づき算出された数値を量の見込みとして算出。
　・家庭類型別の利用意向率と利用意向回数により算出した数値をアンケート実施年度である平成30年度のニーズ量とし、本事業の対象となる３歳から５歳以下の児童数の年度ごとの
推移（減少）を勘案した。

○延べ利用人数の量の見込みにおいて、令和3年度の見込みと実績に乖離があるため、見直しを行う。
　・令和4年度の年間利用延べ人数の見込み値を量の見込みとした。　（令和3年度と令和4年9月までの利用延べ人数実績を基に算出）
○施設数の量の見込みにおいて、令和4年度に新制度未移行私立幼稚園２か所が新制度に移行し13か所となったため、見直しを行う。

8,005

R1 R2 R3 R4 R5 R6R1 R2 R3 R4 R5 R6

12 12

実績 5,720 5,881 6,324 実績

7,798 見込み 12 12 12見込み 8,230 8,226 8,008

10 11 11

R1 R2 R3 R4 R5 R6R1 R2 R3 R4 R5 R6

13

R1 R2 R3 R4 R5 R6

1,996 見込み 131,996 1,996

155,139見込み 163,731 163,664 159,333 159,266

13見込み

実績 113,939 117,144 125,969

126,104見込み 126,104 126,104

R1 R2 R3 R4 R5 R6
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■事業名 ■担当課

■事業概要

■算出方法

①当初

②見直し

■量の見込み＜実利用人数＞ 単位：人 ■量の見込み＜施設数＞ 単位：か所

①現行 ①現行

②見直し ②見直し

現行どおり見込み見込み

R1R1 R2 R3 R4 R5 R6

現行どおり

R2 R3 R4 R5 R6

33 33 33

33 33

実績 1,360 1,205 1,438 実績

1,418 見込み 33 33 33見込み 1,418 1,418 1,418 1,418

R6R1 R2 R3 R4 R5 R6 R1 R2 R3 R4 R5

○令和３年度の見込みと実績の乖離が小さいため、見直しを行わない。

延長保育事業 子育て支援課 9

　就労形態の多様化に伴い、保育所等において開所時間を超えて在籍園児を保育する。

●平成30年度の利用実績を推計を量の見込みとして算出。
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■事業名 ■担当課

■事業概要

■算出方法

①当初

②見直し

■量の見込み＜延べ利用人数＞ 単位：人 ■量の見込み＜施設数＞ 単位：か所

①現行 ①現行

②見直し ②見直し

○延べ利用人数の量の見込みにおいて、令和３年度の見込みと実績に乖離があるものの、今後新型コロナウイルスへの対応が緩和されていくことによる反動等を考慮し、令和5年度以降
   見直ししないと判断した。
○施設数の量の見込みにおいて、令和4年度末で現施設への委託が終了となり、令和5年度からは新たに委託する施設を2か所に増やす予定であるため見直しを行う。

病児保育事業 子育て支援課 10

　児童が病気の回復期には至らないが、当面の急変が認められない場合、集団保育が困難な期間、医療機関等に付設された専用スペース等において保育及び看護ケアを行う。

●平成30年度の利用実績を推計を量の見込みとして算出。

R6R1 R2 R3 R4 R5 R6 R1 R2 R3 R4 R5

1 1見込み 1,225 1,225 1,225 1,225 1 1

実績 1,261 446 634 実績

1,225 見込み 1

1 1 1

R5 R6R1 R2 R3 R4 R5 R6 R1 R2 R3 R4

現行どおり見込み 282 2 2見込み 1
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■事業名 ■担当課

■事業概要

■算出方法

①当初

②見直し

■量の見込み＜年間実利用人数＞ 単位：人 ■量の見込み＜施設数＞ 単位：か所

①現行 ①現行

②見直し ②見直し

○年間実利用人数の量の見込みにおいて、令和３年度の見込みと実績の乖離が小さいため、見直しを行わない。
○施設数の量の見込みにおいて、定員超過解消のために令和4年度に1か所増設し、令和6年度に1か所増設する予定であるため、見直しを行う。

放課後児童健全育成事業 子育て支援課 11

　保護者が就労等により昼間家庭にいない子どもに対し、放課後等に空き教室等を利用して適切な遊び及び生活の場を与えて、その健全な育成を図る。

●学年ごとに利用が逓減していく放課後児童クラブの特性を加味した事業実績値に基づく推計を量の見込みとして算出。

R5 R6R1 R2 R3 R4 R5 R6

1,599

R1 R2 R3 R4

見込み 1,644 1,641 1,627 37 37

実績

1,582 見込み 37 37 37

36 37 37

R4 R5 R6R1 R2 R3 R4 R5 R6

現行どおり

実績

38 39見込み 38見込み

R1 R2 R3

1,485 1,4721,458

13 / 13


